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研究成果の概要（和文）：　先史時代における社会の複雑化の過程を考察するために、日本列島中央部地域を対
象として、人類の資源開発行動に関するモデルを構築した。石器の主要な石材である黒耀石に着目し、地質学的
な原産地の理解と開発状況、消費地での利用状況、獲得者の特定という3つの知見から、原産地開発者の行動領
域と運搬ルートを明らかにし、特定の質の黒耀石原石への志向性と利用状況を評価した。
　最後にこれらを形成した社会的な動機と技術の系譜について、時系列に沿って整理し歴史的な評価を与えた。
とりわけ、精緻な霧ヶ峰黒耀石原産地・遺跡マップを作成し、原産地と遺跡の関係について従来の知見を更新す
ることができた。

研究成果の概要（英文）：　I set up the behavioral model based on lithic reduction sequences focusing
 on the exploitation of obsidian sources, during the Prehistoric age in central part of Japan. I 
evaluated the orientation and utilization of obsidian of a certain quality. 
　Finally, we examined the complication process of human society focusing on the exploitation of 
obsidian sources.
　 These sources seem to have been used during the Upper Palaeolithic and Jomon periods as indicated
 by the tool types found in situ. The obsidian sources and archaeological sites were distributed 
along the Wadatoge and the Takayama volcanic rocks. The results shed new light on obsidian 
distribution and procurement patterns at the obsidian sources of the Kirigamine region. Our future 
goal is to continue to create a more complete map of obsidian sources and archaeological sites.

研究分野：考古学　資料学（Source Studies）　物質文化　博物館学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究の動向：本研究で対象とする更新世終
末から完新世初頭期は、氷河時代が終わり地
球規模の温暖化を人類が経験した時期であ
る。世界史的な視点では、温暖化にともなう
海水面変動や動植物相の変化など自然環境
への適応の実際として定住化や農耕の開始
などが論じられ、旧石器時代から新石器時代
への移行期、日本列島では縄文文化の形成期
として考察されてきた。 
着想に至った経緯：しかし、特に日本列島
を対象とした研究では、主に土器の出現や竪
穴式住居の出現という新出要素によって考
察され、革新的な側面のみが強調されてきた
と言える。自然環境の変化に適応した人類が
具体的にどのような系譜をもつ人々だった
のか、またその人と人の結合関係が示す社会
的な関係態の形成の動機は何か、これらの疑
問に少なからず課題を残している。列島内で
の社会組織の複雑化や個別化は、一定の人口
密度に達することが条件と考えられること
から、地域遺跡群の形成とその関係態の分析
が不可欠となる。その上で、人的な結合関係
を成り立たせていた原理を明らかにするこ
とが先史時代における社会進化の理論的な
展望につながるものと考える。以上のような
課題に対し本研究では、主に前時代からの連
続的な要素である石器資料とその普遍的な
原料である黒耀石に着目する。 
その理由は、当該時期の物質文化のなかで
も石器資料が最も豊富に残されていること
に加え、黒耀石は他の石材に比べ原産地が特
定し易く、資源の開発とその利用の技術につ
いて具体的に考察することが可能だからで
ある。また石器の技術形態分析からは、それ
を担った実体的な人類集団やその規模を推
定することが可能で、その社会的な関係態の
形成過程と彼らが保有した技術の系譜を時
系列に沿って歴史的に評価できると考える。 
これまでの研究成果：申請者は、列島中央
部地域を主な研究対象とし、霧ヶ峰黒耀石原
産地遺跡群の一角をなす長野県長和町所在
の鷹山遺跡群星糞峠黒耀石採掘址の調査研
究を進めてきた。更新世最終末の多縄文系土
器群の時期に地下資源として埋蔵されてい
た黒耀石が石器の原料として採掘され、遠く
関東地域や北陸地域などへ運搬されていた
ことを捉えている。とりわけ原産地遺跡とし
ての黒耀石採掘址の調査成果と周辺地域の
消費地遺跡の比較分析によって、黒耀石資源
の獲得（採掘）方法、原石の選別行為、一次
加工工程、持ち出された加工品の生業活動へ
の利用状況を捉えている。 
 
２．研究の目的 
研究の構想：以上のような学術的背景から、
先史社会の複雑化の過程を考察するために、
研究期間内に資源開発行動モデルを構築す
る。その成果は上記したこれまでの申請者に
よる研究成果に加え、さらに対象時期と原産

地を広げて検討し、総合化する内容である。
とりわけ日本列島における人類の地下資源
採掘活動の起源について明確な理論的根拠
と歴史的評価をもった仮説の提示が期待で
きる。上記したように、鷹山星糞峠黒耀石採
掘址の調査成果から、当該時期に竪穴状の採
掘によって地下に埋蔵されている黒耀石原
石を獲得していたことを捉えている。しかし、
地下（現地表面から約 3ｍの深さ）への掘削
という個人の労働力では決して達成できな
い協業的な労働にどのような人々が従事し、
なぜそうまでして当該黒耀石が求められた
のか、協業的労働をおこなった具体的な人類
集団と、その集団編成を可能とした人的な結
合関係を把握することで、地下資源採掘活動
の社会的な動機を考察する。そして、採掘活
動の起源はどこまで遡る可能性を有してい
るのか、前後する時期の石器群の分析から技
術的な系譜を考察する。 
 
３．研究の方法 
下記 3つのサブテーマの知見を総合するこ
とで、原産地開発者の行動領域と運搬ルート、
各地域間を結ぶ人的な結合関係のパターン
を抽出し、これらを形成した社会的な動機と
技術的な系譜について、時系列に沿って歴史
的な評価を与える。 
A．黒耀石の獲得の状況分析：霧ヶ峰黒耀
石原産地の地質学的な状況と開発の様相を
捉える。自然状態の黒耀石原石の産出状況を
把握し、そこで採取可能な原石の大きさや形
状、質、原礫面の子細な特徴を捉えることは、
原産地における原石の収集・選別などの獲得
方法を推定できると同時に、遺跡出土の石器
群の黒耀石利用技術を復原する上で重要な
情報となる。 
B．黒耀石の消費の状況分析：消費地にお
ける分布範囲と生業活動への利用状況を捉
える。各々の原産地産と推定される黒耀石原
石を利用している遺跡を対象とすることで、
原料となった原石の形状・質と行使された製
作技術との相関関係を具体的に分析するこ
とが可能である。 
C．黒耀石の獲得者の特定：サブテーマ A
と Bの成果を統合することで、特定の黒耀石
資源の獲得と消費の実際において、その始点
から終点までを詳細に復原する。とりわけ、
遺跡群の形成とその関係態の分析によって、
人的な結合関係を成り立たせていた原理を
解明する。 
 
４．研究成果 
A．霧ヶ峰地域の地質と黒耀石産出地との関係 
和田峠周辺には、和田峠火山岩類相当の和
田峠流紋岩が広く分布する。和田峠流紋岩類
は、流紋岩質溶岩と砕屑性の火砕流堆積物に
より構成され、更新世を示す 0.85−1.15Maの
K-Ar、およびフィショントラックの年代値が
得られている。詳細は及川他（2013; 2014）
に要約した。黒耀石原産地はその多くが、西



部では和田峠流紋岩の分布範囲に、東部では
鷹山火山岩類の分布範囲に位置する。そして
一次的な供給源、二次的な供給源に大別でき、
一次的なものとして 1）火道や貫入岩、2）堆
積性礫層中の礫、3）火砕性礫層中の礫、そ
して二次的なものとして 5）河床中の礫、6）
崖錐中の礫が挙げられる。さらに一次的なも
のか二次的なものか判断が難しいものとし
て、4）表層における黒耀石の集中が挙げら
れる。 
和田峠流紋岩の分布範囲と黒耀石原産地
の位置と産状を図 1にまとめた。まず、原産
地の全貌を地質学的な成果と考古学的な成
果によって明らかとしていくため、有意と考
えられる地形を単位に霧ヶ峰地域を九つに
分け（大区分）、さらにその中の原産地の地
点（産出状況）について番号を付し整理した
（小区分）。黒耀石原産地と和田峠流紋岩の
分布範囲は密接に関連し、岩体の内部、ある
いは岩体の分布境界に位置していることが
改めて示された。また逆に、既存の地質図で
示される鷹山火山岩類・和田峠流紋岩の分布
範囲の更新がさらに必要であることが明ら
かである。特に岩体周辺部の黒耀石原産地は、
舌状の流紋岩質溶岩の限界部に相当するも
のと想定される。今後の踏査の指針になると
同時に、先史時代の遺跡の形成、すなわち原
産地開発と原料の運搬経路の理解にかかわ
る重要な所見になるだろう。 
新たに見出された地点における黒耀石は、
いずれも地質図で示される和田峠流紋岩の
分布範囲に一致している。ただし、これらは
いずれも河床などの表層に集中した礫であ
り、新たな岩脈状の岩体を見出すには至らな
かったが、例えば、男女倉北の On-10 の地点
などでは、数十メートルの範囲の斜面に渡っ
て無数の黒耀石の小礫から中礫が集中し、こ
のような産状を持つ地点については、地質学
的な露頭として判断することができる。 
Suda, Tsuchiya, Hashizume, Oyokawa（2017）
は、波長分散型蛍光 X線分析装置による定量
分析結果について報告し、霧ヶ峰地域におけ
る黒曜石原産地は 12 の組成グループに分け
られることが示された（図 1・2）。霧ヶ峰地
域における黒耀石原産地の地点をこれら組
成的なグループごとに示すと、ある一つの組
成的な特徴を持って地域が限定できる原産
地は、和田峠西の Wt-1〜4 と星ヶ台・星ヶ塔
の Ht-1〜4・Hd-1〜3 の範囲である。その他、
多くの地域ではある一つの組成的な特徴を
持って、原産地の地点や地域を限定すること
ができない。 
このため、ある黒耀石の原産地を特定した
い場合、その黒耀石が組成的にどのグループ
に属するものかを特定できれば、少なくとも、
霧ヶ峰地域を原産地とし、さらにそのグルー
プに属するものが産出する複数地点が、その
黒耀石の原産地の候補であるという結論が
得られる。すなわち、本調査により多くの新
たな原産地を見出した意義は大きく、今後同

じ手法を用いた定量分析を実施し、霧ヶ峰地
域における黒耀石原産地のデータベースと
して、産状や地点の情報とともに加えていく
必要がある。 

図 1：長野県霧ヶ峰地域における各化学グルー
プの黒耀石原産地の地点（ Suda, 
Tsuchiya, Hashizume and Oyokawa2017） 

図 2：原産地から採取した黒曜石試料の定量分
析結果に基づいた組成区分（Suda, 
Tsuchiya, Hashizume and Oyokawa2017） 

 
B．各原産地産黒耀石の消費・利用状況 
得られた知見①：周辺遺跡（下諏訪町焙烙
遺跡、和田峠口遺跡、男女倉遺跡、鷹山遺跡
群第Ⅰ遺跡 M地点、広原湿原遺跡等）での利
用状況について考察したことで、ある特定の
質の黒耀石について、特定の石器群に利用さ
れている状況を捉えることができた（写真 1
参照）。 
 不透明で漆黒の黒耀石：焙烙遺跡、男女倉
遺跡、広原湿原遺跡等で、杉久保型ナイフ形
石器、両面調整槍先形尖頭器に主に利用され
ていた。 
 霜降り状に乳白色を呈する黒耀石：鷹山遺
跡群第Ⅰ遺跡 M地点、広原湿原遺跡、本研究
で新発見の遺跡（男女倉北地区）で、石刃石
器群（後期旧石器時代前半期）に主に利用さ
れていた。 



 ワインレッドに透き通る黒耀石：時代的に
も地域的にも最も普遍的に利用されるメジ
ャーな黒曜石であることが予測できた。 

（霜降り状に乳白色を呈する黒曜石） 

写真 1：霧ヶ峰地域における黒曜石の石質 
 
得られた知見②：神奈川県長津田遺跡群宮
之前南遺跡出土石器群の検討 
 主な成果として、宮之前南遺跡出土資料
（縄文時代草創期・有茎尖頭器石器群）の図
化作業をおこない、石器群の法量計測や石材
分類について完了することができた（及川
2017）。また、研究協力者の池谷信之に依頼
して、蛍光 X 線分析装置（EDX）による産地
推定分析を実施した（図 3）。そのため、サブ
テーマ C.にかかわる基盤情報の整理として、
原産地と遺跡との関係について、新知見を得
ることができた。原産地開発者の社会的な位
置づけにかかわる所見を得ることができた。 
 
C．特定の黒耀石資源の獲得と消費 
得られた知見①：遺跡群の形成 
成果のまとめとして、図 4に原産地と遺跡
の位置を示した。これまで空白地であった和
田峠流紋岩の内部と岩体境界部に発表者ら
が新たに発見した原産地は計 46 箇所（和田
峠西地区 3 箇所、男女倉北地区 11 箇所、男
女倉南地区 12 箇所、ツチヤ沢地区 10 箇所、
星ヶ台地区 10 箇所）、遺跡は計 25 箇所であ
る。本地域の黒耀石原産地と遺跡は、「男女
倉遺跡群」、「和田峠遺跡群」、「鷹山遺跡群」
というように従来の分布図で示されてきた
ような個別の産出場所ごとに独立して残さ
れているのではなく、霧ヶ峰を構成する大笹 

図 3：神奈川県長津田遺跡群宮之前南遺跡出土
黒耀石製石器の産地判別図（池谷・及川
2014） 

 
山（分水嶺）を中心にみた場合、和田峠流紋
岩と鷹山火山岩類の分布範囲に沿うように、
円環状に分布していると考えられる。かつて
森嶋は、各沢筋上流部の空白地について、原
産地遺跡の分布範囲の一部となるのか否か、
つまり遺跡の有無が今後の課題であると提
言しており、まさにこの空白地を埋めること
が必要であったことがわかる。 
今後、地質学と考古学の共同作業をさらに
継続して黒耀石の産出する岩体の理解と遺
跡分布との関係を更新していく必要がある。
特に和田峠流紋岩の外縁部や鷹山火山岩類
の分布範囲についてもさらに悉皆的に踏査
していく必要がある。こうして空白地を埋め
ていくことを通じて、従来の点的な原産地の
理解、つまり独立した沢筋ごとの理解から、
同じ標高の岩層としての黒耀石産出地点の
理解が果たされる可能性がある。 
原産地として産出場所が認識できたとし
ても、先史時代における利用の実態を伴わな
い言わば疑似的原産地をこれまでのような
独立した沢筋ごとの点的な原産地とそこに
分布する「遺跡群」という恣意的な理解のも
とに選択して地図上にプロットすることに
は大きな問題がある。黒耀石原石が産出する
まさにその場所に人類活動の痕跡が残され
ていたとしても、その全てを「原産地遺跡」
として一括りに認識することも困難をとも
なう。原産地とその周辺に残された遺跡の具
体的な内容を発掘調査によって捉え、個別具
体的な原産地と遺跡、遺跡間の関係を明らか
にし、より広範な範囲における先史人類の行
動モデルを構築していくことが望まれる。 



図 4：霧ヶ峰地域における黒耀石原産地と遺跡
の分布（及川ほか 2017） 

 
得られた知見②：原産地の類型的理解によ
る資源開発行動の歴史的評価 
 最後に、霧ヶ峰黒耀石原産地の地質学的な
状況と開発の様相（遺跡の分布）と、周辺遺
跡での利用状況をまとめ、資源開発行動につ
いて歴史的な評価をおこなう。 
 踏査によって、多くの未知の原産地と遺跡
を発見できたことによって、これまで空白地
であった原産地・遺跡マップを精緻なものに
することができた（図 4）。とりわけ、星ヶ台
地区の原産地産の黒耀石（SWHD・ワインレッ
ドに透き通るもの）はメジャーな産地として、
旧石器時代から縄文時代、弥生時代と先史時
代全般を通じて広く利用されている。時代や
時期、文化、集団を越えて利用され、特定の
石器群との結びつきを捉えることが難しい
側面がある。これに対し、和田峠西（WD・不
透明で漆黒）や、和田鷹山（WDTY・霜降り状
に乳白色を呈する）は、星ヶ台地区のものに
比べれば特定の時期や石器群に利用されて
いる状況を捉えやすい。特に和田峠西産の黒
曜石は、通時代的に普遍的に利用されていた
というよりも、限定的な時期や石器群、集団
によって開発されていた可能性が高い。いわ
ば、マイナーな原産地である（写真 1参照）。 
 以上のように類型的に黒耀石の質や産地
の類別をおこない、消費地での利用状況を捉
えることで、目的的に黒耀石原産地を開発し
た特定の集団を抽出することができた。和田
峠西原産地については、①広原湿原遺跡、新
潟県居尻A遺跡等を代表とする杉久保型ナイ
フ形石器を製作していた集団や、②下諏訪町
焙烙遺跡、長和町男女倉遺跡にみるように、
両面調整の槍先形尖頭器を製作した集団、③
諏訪市諏訪湖底曽根遺跡における曽根型三
角鏃を製作した集団に主に利用されていた
ことを捉えている。 
 メジャーな原産地の開発に対し、これらマ
イナーな産地の開発は、特定の地理空間を対
象とした面的流通モデルとして提示すると
いうよりも、むしろ点と点を繋ぐ特定的なサ
ブシステムとしてモデル化し得ると考える。
このサブシステムを黒耀石資源の「目的的獲

得行動」として定義する。このサブシステム
の歴史的な意義は、受け持ち領域（なわばり）
の形成や協業による大規模な地下採掘活動
の技術的系譜と社会的な動機に連なる要素
と考えられ、社会の複雑化の過程を評価する
指標になると考えられる。 
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